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２
月
₂₄
日
、
第
₁₃
回
那
須
烏
山
市
社
会
福
祉
振
興
大
会
を
南

那
須
公
民
館
で
開
催
し
た
。
約
１
３
０
人
の
関
係
者
参
加
の
も

と
、
永
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
活
動
の
功
労
者
、
多
額
の
浄
財

の
寄
付
者
な
ど
、
₂₉
人
と
８
団
体
に
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら

れ
た
。

第１３回社会福祉振興大会を開催

　

こ
の
大
会
は
、
福
祉
社
会
の
更

な
る
充
実
を
願
い
、
福
祉
活
動
功

労
者
の
表
彰
と
誰
も
が
身
近
な
地

域
の
中
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

社
会
の
実
現
に
向
け
市
民
の
連
携

と
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
。

　

ま
た
表
彰
式
終
了
後
の
第
２
部

の
記
念
行
事
で
は
、
「
那
須
烏
山

市
に
魅
せ
ら
れ
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
音
の
旅
人
く
み
＆
せ
い
（
川

崎
く
み
さ
ん
、
清
一
さ
ん
）
に
よ

る
ト
ー
ク
＆
木
の
笛
・
ギ
タ
ー
演

奏
が
行
わ
れ
た
。

　

２
人
は
、
６
年
前
か
ら
音
楽
が

持
つ
パ
ワ
ー
で
愛
を
伝
え
よ
う
と

全
国
を
回
っ
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

い
て
い
る
。

　

ト
ー
ク
は
、
自
然
が
あ
っ
て
地

域
の
人
と
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る

場
所
を
探
す
中
、
那
須
烏
山
市
に

た
ど
り
着
い
た
経
緯
や
、
ま
た
本

市
に
住
ん
で
の
感
想
を
「
地
域
の

人
が
温
か
く
、
と
て
も
住
み
や
す

い
ま
ち
」
と
話
し
た
。「
今
後
は

市
の
イ
ベ
ン
ト
の
他
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合
い
や

地
域
の
皆
さ
ん
が
立
ち
寄
れ
る
場

所
の
提
供
な
ど
、
音
楽
を
通
じ
て

ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
」
と

も
話
し
た
。

福
祉
関
係
者
29
人
、　

　
　
　
　
　

８
団
体
を
表
彰音の旅人くみ＆せいの演奏

あ
す
な
ろ
パ
ン
工
房
『
風
』
営

業
日
・
時
間
変
更

◆
営
業
日　

水
・
木
・
金

◆
営
業
時
間　

11
時
〜
14
時　

　

と
変
更
に
な
り
ま
す

お
知
ら
せ



なすからすやま社協だより　２

烏
山
保
育
園
で
地
域
の

高
齢
者
と
の
世
代
間
交
流

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

市
民
グ
ル
ー
プ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
情
報
交
換
会

つ
く
し
幼
稚
園

そ
よ
風
く
ら
ぶ
防
災
講
座

災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
交
換
会

受
賞
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

2
月
28
日
、
災
害
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
交
換

会
が
開
催
さ
れ
20
人
が
参
加
し

た
。

　

社
協
で
は
、
災
害
時
に
効
果
的

な
復
旧
復
興
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
支
援
や
地
域
防
災
・
減
災
の

意
識
付
け
を
行
政
と
連
携
し
推
進

し
て
い
く
た
め
に
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
を
図
っ
て
い
る
。

　

災
害
時
に
活
動
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
技
術
習
得
や
地
域
防

災
・
減
災
を
意
識
付
け
で
き
、
気

軽
に
参
加
で
き
る
講
座
の
必
要
性

な
ど
、
今
後
の
活
動
方
針
の
意
見

が
多
く
出
さ
れ
た
。

　

今
後
、
社
協
で
は
定
期
的
な

情
報
交
換
を
し
災
害
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
を

図
っ
て
い
く
。

　

２
月
16
日
、
烏
山
保
育
園
で
、

地
域
の
高
齢
者
と
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
「
月
の
う
さ
ぎ

観
劇
会
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
の

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
会
員
や
鍛
冶
町

き
ず
な
会
に
所
属
す
る
高
齢
者
約

50
人
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
年
長
組
22
人
が
演
じ

る
劇
「
月
の
う
さ
ぎ
」
が
披
露
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
迫
真
の
演
技

に
目
を
潤
ま
せ
る
参
加
者
も
見
ら

れ
た
。
そ
の
後
「
ふ
る
さ
と
」
等

を
園
児
と
合
唱
し
交
流
を
図
っ

た
。

　

参
加
者
の
平
野
千
代
子
さ
ん

は
、「
子
ど
も
達
の
一
生
懸
命
な

演
技
を
観
て
涙
が
出
る
程
感
動
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
世
代
間
で

交
流
す
る
機
会
が
増
え
て
い
く
と

良
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

た
。

　

３
月
９
日
、
ぷ
ら
っ
と
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
グ

ル
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
交
換

会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
活
動
者
な
ど
17
人
が
参

加
し
た
。

　

本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
団
体
間

で
協
働
し
、
課
題
解
決
に
向
け
た

活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
市

内
の
活
動
者
同
士
の
ゆ
る
や
か
な

横
の
繋
が
り
、
情
報
交
換
や
発
信

を
行
っ
て
い
る
。

　

当
日
は
、
団
体
同
士
の
情
報
交

換
の
場
の
在
り
方
や
団
体
間
で
の

情
報
共
有
・
発
信
の
方
法
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
情
報
交

換
会
終
了
後
は
同
会
場
に
て
懇
親

会
を
行
い
、
参
加
団
体
同
士
の
親

交
を
深
め
た
。

　

２
月
23
日
、
つ
く
し
幼
稚
園
そ

よ
風
く
ら
ぶ(

保
護
者
会)

主
催
の

防
災
講
座
が
開
催
さ
れ
、
保
護
者

15
人
が
参
加
し
た
。

　

講
義
は
、
日
赤
那
須
烏
山
市
地

域
奉
仕
団
の
協
力
の
も
と
「
災
害

が
起
こ
っ
た
時
、
避
難
所
で
使
え

る
手
法
を
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
、

ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
を
使
っ
た
炊
き
出

し
訓
練
と
、
ホ
ッ
ト
タ
オ
ル
・
風

呂
敷
リ
ュ
ッ
ク
・
新
聞
紙
ス
リ
ッ

パ
作
り
の
演
習
等
を
行
っ
た
。

　

つ
く
し
幼
稚
園
保
護
者
会
の
伊

藤
真
由
美
さ
ん
は
、「
避
難
所
で

使
え
る
様
々
な
対
応
方
法
・
手
法

を
学
ぶ
こ
と
で
、
若
い
保
護
者
の

防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
出
来

た
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
た
。

◎
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

功
労
者

　

渡
辺
美
代
子
（
田
野
倉
）
鈴
木

ト
シ
子（
大
桶
）古
口
ミ
ヨ
子（
三

箇
）中
山
誠（
藤
田
）板
橋
ト
ミ
子

（
南
大
和
久
）
小
山
孝
三
郎
（
熊

田
）大
洞
敏
己（
南
大
和
久
）永
山

王
一（
金
井
）
両
方
留
次
（
中
央
）

内
藤
マ
チ（
中
央
）
高
野
美
知
子

（
大
桶
）野
上
洋
子（
滝
田
）國
井

勝（
落
合
）瀬
尾
ト
ヨ（
上
境
）飯

田
律
子
（
熊
田
）
矢
野
秀
子
（
小

河
原
）丸
山
惠
美
子（
金
井
）木
村

美
恵（
熊
田
）滝
田
清
子（
野
上
）

三
森
泰
斗（
中
央
）三
森
真
悟（
中

央
）三
森
玄
也（
中
央
）坂
本
弘
子

（
南
）横
山
静
子（
神
長
）山
本
早

苗（
金
井
）高
野
路
康（
久
那
瀬
）

◎
社
会
福
祉
協
議
会
役
員

　

岡
崎
一
良
（
野
上
）
中
山
粂
男

（
藤
田
）

◎
感
謝
状
贈
呈

　

村
上
ト
ク
（
中
央
）・
烏
山
地

区
民
俗
文
化
奉
仕
協
会
・
那
須
烏

山
市
歌
謡
協
会
・
那
須
南
農
業
協

同
組
合
・
小
山
観
光
開
発
㈱
凮
月

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
・
栃
木
県
退

職
公
務
員
連
盟
南
那
須
支
部
・
塩

野
目
ブ
ロ
ッ
ク
㈱
共
生
会
・
東
北

化
工
㈱
・
那
須
烏
山
市
文
化
財
愛

護
協
会
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登
録
ヘ
ル
パ
ー
募
集
中
!!

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ふ
げ
ん
で

ひ
な
ま
つ
り

那
須
烏
山
市
心
身
障
害
児
者

父
母
の
会
日
帰
り
研
修
会

第
30
回
芸
能
大
会

　

私
は
、
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
を
始

め
て
13
年
に
な
り
ま
す
。
初
め
の

こ
ろ
は
、
そ
ん
な
に
得
意
で
な
い

調
理
や
掃
除
が
、
利
用
者
の
方
々

に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
か
大
変

不
安
で
し
た
が
、
み
な
さ
ん
、
お

お
ら
か
に
暖
か
く
受
け
入
れ
て
く

　

登
録
ヘ
ル
パ
ー
の
一
番
の
利
点

は
、
自
分
の
で
き
る
時
間
内
で
仕

事
が
可
能
な
う
え
、
年
齢
制
限
も

な
く
現
役
で
働
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
介
護
職
は
、
３
Ｋ

（
き
つ
い
、
汚
い
、
危
険
）
と
い

う
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く

　

３
月
３
日
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

ふ
げ
ん
で
は
、
利
用
者
が
約
二
ヶ

月
を
か
け
て
作
成
し
た
お
雛
様
を

飾
り
ひ
な
ま
つ
り
を
お
祝
い
し
た
。

　

作
成
に
使
用
し
た
材
料
は
、
９

割
が
リ
サ
イ
ク
ル
品
で
、
新
聞

紙
、
広
告
チ
ラ
シ
な
ど
を
利
用
し

て
、
職
員
と
一
緒
に
作
成
し
た
。

　

ユ
ー
モ
ア
と
可
愛
さ
が
合
い

ま
っ
た
作
品
に
、
利
用
者
は
も
と

よ
り
、
来
客
者
も
笑
顔
で
ひ
と
こ

と
声
を
か
け
て
い
た
。

　

３
月
11
日
、
那
須
烏
山
市
心
身

障
害
児
者
父
母
の
会
の
日
帰
り
研

　

２
月
22
日
、
南
那
須
公
民
館
で

南
那
須
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合
会

第
31
回
芸
能
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
参
加
し
た
51
組
１
０
４
人
が

登録ヘルパー
菱沼美代子

サービス提供責任者
梅村　みき

だ
さ
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
世
は
順
繰
り
順
繰
り
で

す
。一
昨
年
還
暦
を
迎
え
た
私
も
、

い
ず
れ
誰
か
の
お
世
話
に
な
る
日

が
来
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
今
は

ま
だ
元
気
で
す
。
必
要
と
し
て
い

る
方
が
あ
れ
ば
、
も
う
し
ば
ら
く

は
お
手
伝
い
が
で
き
そ
う
で
す
。

　

市
内
に
は
、
ほ
ん
の
少
し
の
援

助
を
待
っ
て
い
る
人
が
大
勢
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
体
力
と
時
間

に
余
裕
の
あ
る
方
、
一
緒
に
お
仕

事
し
ま
せ
ん
か
。

敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
私
は
介
護
を
通
し
て

信
頼
を
得
て
感
謝
さ
れ
る
こ
と

で
、
喜
び
と
自
信
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
は

今
後
も
増
え
、
市
で
は
８
年
後
に

約
１
・
２
５
倍
の
２
０
０
０
人
弱

に
な
る
と
推
計
し
て
い
ま
す
。
介

護
職
は
、
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
仕
事
に
や
り
が
い

と
誇
り
を
持
っ
て
、
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
合
先　

☎
84
―
１
２
９
４

（
烏
山
支
所
・
初
音
９
―
７
）

修
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
24
人
が

参
加
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
会
員
同
士
の
親

睦
や
普
段
安
易
に
外
出
が
難
し
い

会
員
へ
外
出
の
機
会
と
し
て
毎
年

実
施
し
て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
栃
木
県
南
方
面
を

訪
れ
、
い
わ
ふ
ね
フ
ル
ー
ツ
パ
ー

ク
で
イ
チ
ゴ
狩
り
体
験
、
佐
野
厄

除
け
大
師
・
足
利
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
を
見
学
し
た
。

　

参
加
し
た
会
員
か
ら
は
、「
20

個
以
上
、甘
く
て
美
味
し
い
イ
チ

ゴ
を
食
べ
る
事
が
で
き
た
」
等
と

嬉
し
そ
う
な
表
情
で
話
し
て
い
た
。

歌
や
舞
踊
な
ど
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
た
。

　

朝
9
時
の
開
場
か
ら
公
民
館
の

研
修
室
は
大
入
り
満
員
で
、
延
べ

３
０
０
人
の
来
場
者
で
会
場
は
熱

気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
出
場
者
も

年
々
衣
装
に
凝
る
傾
向
に
な
り
、

演
歌
歌
手
顔
負
け
の
ド
レ
ス
や
、

股
旅
物
の
衣
装
に
カ
ツ
ラ
、
三
度

笠
の
小
道
具
を
用
意
す
る
本
格
的

衣
装
で
登
場
す
る
会
員
な
ど
が
登

場
す
る
度
に
会
場
か
ら
は
割
れ
ん

ば
か
り
の
拍
手
と
声
援
が
と
ん
で

い
た
。

　

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
以
外
に
も
、

支
え
合
い
活
動
や
、
友
愛
訪
問
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
、
更
な
る
地

域
で
の
役
割
を
果
た
し
て
い
け
る

よ
う
活
動
を
続
け
て
い
く
。



　

ボランティアセンターボランティアセンターボランティアセンター だ よ り

なすからすやま社協だより　４

シリーズ　ボランティアの達人「すみれクラブ」 今月のごちそう
さまでした！

ボランティア関係の情報がありましたら、ぜひお寄せください。お待ちしています！！　　

問合せ先　市社会福祉協議会（ボランティア担当：石井・大森・笠井）☎８８－７８８１

社会福祉協議会は、 皆さんの 「心」 に支えられて活動しています。 ご理解とご協力をお願いします。 

生活上の心配ごと相談  （時間9:00～12:00）
場　　　　所 期　　　　日

本　　所（田野倉）
保健福祉センター☎88－7881

4月25日（水）（行政・県民相談併催）

5月９日（水）（人権相談併催）

社協烏山支所（初音）
☎84－1294

4月18日（水）（行政・人権・県民相談併催）

5月2日（水）（行政相談併催）

協力事業所と受注作業  （２月分）

すずらん　☎ 88-0840 あすなろ　☎ 82-3141
丸星食品㈱

㈱シオダ

㈲菊地製作所

切干大根袋詰め

ピン取り出し

・袋詰め他

スペア組み他

㈲大森紙器

㈱ムロコーポレーション

㈲坂本製作所

㈱那須ニコン　　

㈲菊地製作所

箱折り

自動車部品選別等

自動車部品選別等

カップ切り

ゴーグルケース等

寄　付（敬称略）

２月15日～３月14日
社 会 福 祉 振 興 基 金

佐野医院(募金箱)
那須烏山市役所(募金箱)
栃木県職員生活協同組合

（募金箱）
旧南那須ライダーズクラブ
JR宝積寺駅大金駅大金
神社お賽銭
那須烏山市グラウンド・
ゴルフ協会会長水井守

13,150円
770円
155円

26,248円
22,754円

4,500円

善　意　銀　行
ムラおこし応援団
代表　束原正記

10,000円
(くれよんクラ
ブへ)

福祉サービス利用状況
（２月末現在）

介護保険サービス
ホームヘルプサービス
ケアプラン作成
介護予防ケアプラン作成

123件
200件
42件

介護保険以外のサービス
有償ホームヘルプ
日常生活用具貸与
障害者ホームヘルプ

15件
14件
8件

児童発達支援事業契約数
放課後等デイサービス契約数
障害児相談支援契約

48件
43件

111件

あすてらすサービス契約数 39件

アルミ缶（単位：個）（敬称略）（２月15日～３月14日）

すずらん　☎ 88-0840 あすなろ　☎ 82-3141
小池　恒夫
岩間　泉
野口
中山　正夫
大野　伯恵
川上　恭治
高野　英知
中山　寛行
吉川　次雄
露久保　章
露久保　英司
露久保　芳広
少林寺拳法宇都宮東道院
下川井下協力隊
中山　功
高瀬　正彦
大桶上自治会有志
㈱東北化工
㈱アヤラ産業
㈱丸星食品
㈱矢崎部品
㈱日本技研
中山地区有志
ペット霊園那須烏山
JA女性会三箇支部

140 
202 
400 
150 
195 
330 
270 
250 
400 
500 
200 
200 
180 

1,266 
500 
800 

3,000 
637 
800 
100 

1,008 
80 

1,500 
108 
500

相澤クリーニング
阿相  すみ子
板橋　邦夫
海野自動車部品
絵本喫茶ぱたぽん
大窪　金夫
大島　靖久
大谷　幸子
大谷　修一
大貫　保
小野　幸夫
神長中自治会協力者
㈱那須クリエイト
上境上平北久保グループ
上境中組協力者
釜銀
烏山保育園
国井　新一
小原沢自治会協力者
坂田屋商店
JAなす南
塩野目商店
下境上自治会協力者
下境西組協力者
釋　剛智
小規模多機能ホームなごみ
鈴木建設㈱
五月女雅輝
大喜　操
高橋　富次
高橋　任
高森　健次
玉ちゃん餃子
中央協力者
栃木県庁南那須庁舎
中村商店
那須烏山商工会
生魚商店
成瀬　一郎
根本　章
野上　明光
パチンコZAPP
ファミリーレストラン笠井
富士山苑
ベイブいしばし
益子　豊
山あげそば店
横枕ソフトボール愛好会
横山農機㈲

450
600
450
150
480
210
150
150
150
60
80

150
200
450

2,550
60

160
750
150
300
60

300
1,000

210
300
450
150
100
60
80

530
300
750
300
350
150
150
450
300
300
450
600
80

2,740
150
450
80

850
210

（合計　13,716個） （合計　19,150個）

　2月23日、フォークダンスグループ「すみれクラ
ブ」が田野倉のデイサービスセンターＪＡひまわり
でボランティア活動を行った。
　この日はメンバー8人と、すみれクラブと交流が
ある芳賀町のグループから2人が参加した。「花は咲
く」、「六本木ワルツ」、「恋する銀座」などのほか、
「ベルデモスヴァルス」、「スピンラドル」など海外
の曲も含め8曲を披露した。
　すみれクラブは、フォークダンスを披露するだけ
でなく、利用者にも輪の中に入ってもらう参加型の
活動を行っており、20人ほどの利用者は華やかな衣
装に身を包み軽やかにダンスを舞う姿に見入っていた。
　代表の髙野千恵子さんは「自分達も楽しんで踊っていますが、利用者の皆
さんと一緒に楽しめる活動を心がけています。これからも多くの人にフォー
クダンスの魅力が伝わればと思います」と話していた。

メニュー（３月14日）
配食数32食

・いなりずし・焼きそば
・ウインナー・焼売
・バナナ・昆布の佃煮

ここでは、毎月配食サービス
ボランティアの皆様が作って
いるお弁当を紹介します。

南那須地区


